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★　民生委員児童委員協議会総会で、研修会を実施しました　★





10月6日（火）に新富町、10月２１日（水）に東臼杵郡の民生児童委員協議会で研修会を実施しました。民生児童委員の皆様は、住民の一番身近なところで社会福祉に携わる地域のキーパーソンです。しかし、医療やリハビリテーションに直接関わる機会は少ないことから、高次脳機能障害の事は初めて耳にする方も多いと考えて、「高次脳機能障害への気づき」や「家族支援の重要性」を中心に、実際の相談事例の説明を交えながらの講義としました。


何分、1時間という短い時間であり、初めての方にも分かりやすく、しかも強い印象を与えられるようにと考えましたので、具体的な相談・支援やリハビリに必要なスキルについての詳しい話は出来ませんでした（これは民生委員等に関しては2回目の講演内容とする予定です。）が、講演終了後、





「人ごとではないと思いましたよ！」


などと役員の方から声をかけられたのは、何よりの収穫でした。


また、今回は講演の効果を測定する目的も兼ねて、講演終了後にアンケートを実施しましたが、予想以上に好意的な反響が見られ、高次脳機能障害の地域ネットワーク構築の推進に明るい展望が開けたように思えました。


なお、今回の２団体からの講演依頼は、8月に開催しました行政向け研修会に参加した職員の方からでした。








高次脳機能障対策を推進するためには、高次脳機能障害に関する地域社会での認知を広げることが重要です。来年度以降も、普及啓発事業を強化していく予定ですが、チラシや手引きなどのツールの作成ももちろんのこととして、今回のような口コミでの広がりも大事にしていく必要があると思いました。





にくい、誤解を受けやすく、「見えない障害」とも言われる高次脳機能障害の特質を良く表している結果だと思います。


「言われててみれば、思い当たる人が・・・」


高次脳機能障害の存在に気づいていただくことが重要であり、今後とも講師派遣を積極的に実施していく必要性を強く感じました。








★　アンケート調査結果　★


「高次脳機能障害に関する知識の有無」を聞いてみました。予想したとおり全く知らなかったという方が74人、約65％、を占めました。その一方では、今回の研修を受けて、「自分の身の回りに高次脳機能障害を持つ方がいると思われましたか」と聞いてみると、半数以上の方が「いると思う」と回答されました。外見では障害があることが分かり





「高次脳機能障害の当事者・家族に民生・児童委員ができること」について聞いてみました。出来ることがあると答えた方が100人、90％と大半を占めました。できる内容については、「悩みを聞く」、が79人と最も多く、以下、「見守り」、「関係先紹介」の順でした。地域のキーパーソンである民生・児童委員の皆様には、相談などの障害者・家族への支援をはじめ、地域ネットワークの形成に大きな役割を果たしていただけそうです。





●　うそ、ほんと　？


高次脳機能障害者や家族からお話を聞いた後、その内容を整理し、関係機関などからの提供情報と照合してみたとき、自分が得ていた情報と違う





★　相談にのるツボ　～　支援者が気をつけたい様々なこと　★





内容であったり、個別の情報から導きだした問題点や支援方策が食い違ったりして、対応に困ることがよくあります。


そんな時、支援者は、、、「本人達がうそを言ってる」・・・などと思いがちです。


高次脳機能障害の支援マニュアル作りなどに長年携わって来られた静岡英和学院大学の白山準教授の研究に興味深い報告があります。高次脳機能障害者の家族の負担の現状に関する調査結果なのですが、58.4%もの家族にうつ傾向が見られ、しかも社会的行動障害の有無によって介護負担感・うつ度は有意に高まるというものです。


うつ状態や過度のストレス下にある人間は、「思考と認知のゆがみ」をはじめ様々な精神症状、身体症状を示します。ですから、家族等からのお話は、本人にとっての真実（そうあって欲しいという願いや思い込み）である可能性があり、だからこそ支援プランを検討する際等には、「本人・家族の話しと事実との照合・検証」が不可欠なのです。


情報・課題分析が終わった後は一息ついて、本人や家族の立ち居振る舞いや言動をはじめ様々な条件・環境にもう一度、思いを巡らしてみてはどうでしょうか？「温かな視線」と「冷静な視野」、これこそが支援者に一番必要な資質なのかもしれません。





●　社会的行動障害って何？　どうすればいいの？


社会的行動障害とは、感情を抑えられない障害です。�すぐかっとなったり大声を出したりする、よい人間関係が作れない（対人技能





★　教えて！　こうじのう　～　ご質問への回答や新しい情報　★





拙劣）、一つのことにこだわって他のことができない（固執性）、意欲の低下、抑うつなど、社会生活に大きな支障をきたします。


　実はこの社会的行動障害には、他の記憶障害など違って明確なリハビリ方法をはじめとするメソッドは確立されておらず、今後の対策の大きな課題となっています。


　当センターでは現在、先進県の病院等のマニュアル・資料を参考にして、市町村や病院・施設、家族等との連携のもとに問題行動の発生原因や対応方法、結果などの情報を集約し、統一的な対応を取ること等でこの障害を軽減・克服できないか検討を始めています。


困ったときは一度、当センターまでご相談下さい。





●お問い合わせ：宮崎県身体障害者相談センター（高次脳機能障害総合相談・支援拠点機関）


    ・住所：宮崎県宮崎郡清武町大字木原5719-2　・TEL:0985-85-3388) 


・FAX:0985-84-0223    ・E-mail：� HYPERLINK "mailto:shintaishogaisha-sodan-c@pref.miyazaki.lg.jp" ��shintaishogaisha-sodan-c@pref.miyazaki.lg.jp�


・担当：満尾、落合








★　高次脳機能障がい行政等担当者研修会を開催しました。　★








